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１．はじめに（趣旨、目的） 

 

地域医療を守るため、本市が平成２２年から進めてきた病院統合・再編事業は、平成

２８年７月の「（仮称）加古川中央市民病院」（以下「新病院」という。）への移転に向け、

医師、看護師等医療スタッフの確保も順調に進み、その成果を着実にあげています。 

新病院への移転に伴い、現在の加古川東市民病院（以下「東市民病院」という。）は閉

院し、市民病院としての機能を終えますが、この貴重な財産を有効に活用するため、本

市では平成２６年度より跡地活用の検討を進めてきました。 

跡地活用については、職員で検討した跡地活用（案）をもとに市民の皆様との懇談会

を開催し、以降、市民の皆様や市議会から多くのご意見をいただきました。平成２７年

７月にはこれらのご意見を踏まえた「東市民病院跡地活用方針」を決定し、この方針に

基づいてより詳細な検討を行い、このたび跡地活用に関する基本的な計画としてとりま

とめるに至りました。 

本計画では、東市民病院跡地の土地利用計画図で、民間誘導により活用する部分と公

共で活用する部分を示しました。 

今後は、本計画に基づいて民間活用地の活用方法について民間事業者との「対話」を

実施するとともに、公共活用におけるそれぞれの施設に必要な検討を行い、効果的な跡

地活用を進めます。 
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２．対象地の概要 

 

所在地 加古川市平岡町一色字三ツ池 797 番 295 ほか 

土地面積 17,505.57 ㎡ 

建物概要 延床面積：14,690.78 ㎡ 

鉄筋コンクリート鉄骨造地上 6 階建 

昭和 48 年建築、昭和 55 年以降増改築等実施 

法規制等 市街化区域 

用途地域：第一種中高層住居専用地域（建ぺい率 60％、容積率 200％） 

高度地区：第 3 種高度地区 

防火・準防火地域：指定なし 

位置図  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜斜線制限＞ ＜第 3 種高度地区＞ 
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３．跡地活用の基本的な考え方 

 

（１）跡地活用方針 

平成２６年度には、地域の特性や課題、市民意識調査の結果等を踏まえた「跡地

活用（案）」を作成し、これをもとに市民の皆様との懇談会を開催しました。 

市民の皆様や市議会からご意見をいただく中で、今日的課題である子育て支援に

つながる取組みや、地域的課題である老朽化が進む公共施設の建替えという方向性

に対しては一定のご理解がいただけたものと考えています。 

加えて、市民の皆様からご意見のあった診療機能の整備について、民間の医療機

関（診療所）の参入意向を踏まえることとした跡地活用方針を決定しました。 

具体的には、「民間活力の誘導」を掲げ、待機児童や子育て、女性の社会進出とい

った分野に関連した子育て支援につながる取組み、医療機能の提供といった市民ニ

ーズに対する機能の中から民間活力の誘導により跡地活用を進めることとしました。 

また、老朽化等が課題となっている東加古川公民館と東消防署の新築移転により、

地域活動の拠点整備を進め、さらには消防・救命救急体制の充実を図り、安全・安

心で豊かなまちづくりをめざすこととしました。 

そして、これまで多数のご意見をいただきました東市民病院の前面道路における

渋滞対策や安全対策についても、新病院への移転による交通量の変化などを考慮し

たうえで跡地の活用にあわせ検討することとしました。 

 

■跡地活用方針 
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（２）「暮らしの安全・安心を守り、子育て世代に選ばれるまち」をめざして 

東市民病院の跡地活用は、本市が平成２７年１０月に策定した「加古川市まち・

ひと・しごと創生総合戦略」（以下「総合戦略」という。）のリーディング・プロジ

ェクトの一つとして位置付けています。 

総合戦略では、国の「まち・ひと・しごと創生長期ビジョン」における３つの基

本的視点（注1）を踏まえ、とりわけ「若い世代の希望をかなえる」「地域課題を解決

する」の２つの視点を重視することとし、国の「まち・ひと・しごと創生総合戦略」

が示す４つの政策分野を踏まえ、「若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる」

「暮らしの安全・安心を守るとともに、地域と地域を連携する」「地域への新しい人

の流れをつくる」「地域における安定した雇用を創出する」の４つを重点項目とした

地方創生に取り組み、民間活力や地域特性を最大限生かした「子育て世代に選ばれ

るまち」の実現をめざします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                   
注1  国のまち・ひと・しごと創生長期ビジョンにおける３つの基本的視点（抜すい）：①「東京一極集中」

を是正する ②若い世代の就労･結婚･子育ての希望を実現する ③地域の特性に即した地域課題を解

決する 
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４．導入機能の整備方針 

 

（１）民間活力を活用した機能整備について 

子育て支援につながる機能や、医療機能（民間の診療所）など市民ニーズに対応

した機能の中から民間活力を活用した機能整備を図り、子育て世代に魅力的なまち

づくりを進めます。 

今後、本計画で示す東市民病院跡地における民間活用地の規模と配置に基づいて、

民間事業者を対象とした「対話」（サウンディング型市場調査）を実施し、市民ニー

ズに対応する活用の実現可能性を調査します。 

さらに、民間事業者の創意工夫による整備アイデアや対象用地の市場性を把握し

ます。 

そのうえで、政策的な視点や周辺環境への影響、事業の有用性等を踏まえ、事業

条件の整理・検討を進めていきます。 

 

（２）東加古川公民館の新築移転について 

現在の東加古川公民館は、昭和４８年に建築された建物で老朽化に加え、駐車場

の不足が長年の懸案となっています。 

公民館は、生涯学習の拠点施設として、子どもから高齢者まですべての人に自ら

学ぶ機会を提供しています。多世代がそれぞれの目的に応じて利用し、またそこで

新たな交流が生まれます。 

公民館内での活動はもちろんですが、景観に配慮し、天気のよい日には屋外に設

けた憩いの空間で親睦が図られるような、地域の住民に親しまれ多数の来館者で活

気あふれる施設整備が望まれます。 

本計画では、東市民病院跡地における東加古川公民館用地とその配置を検討しまし

たが、第一種中高層住居専用地域の建築制限として、公民館を建設する場合は、建築

基準法第４８条の許可又は建設可能な用途地域への変更が必要となります。今後は法

規制の整理を行ったうえで、これからの時代に公民館が求められる機能や規模、また

ソフト面も含めた公民館の個別計画について下記の項目に留意し検討を進めます。 

 

・来館者の安全に配慮した駐車場の配置と必要な駐車台数の確保 

・障がいの有無にかかわらず、すべての人が快適に利用できる人にやさしい施設 

・公民館に対する利用者ニーズの多様化に対応した多目的な施設機能 

・子どもから高齢者まで誰もが気軽に利用できる生涯学習と地域コミュニティの拠

点施設 

・緑化や植栽による心安らぐ空間づくりや周辺環境との調和への配慮 

・少子超高齢社会や核家族化の中で、地域づくりにつながる世代間交流の場 

・隣接する東消防署用地との空間的連続性 

・災害時の避難場所や地域防災の機能 
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（３）東消防署の新築移転について 

現在の東消防署は、昭和５２年に建築された建物で、建築後約４０年が経過し老

朽化が進んでいます。 

また、当時は加古川市消防署東分署として消防署の機能の一部を分担する消防分

署が整備されましたが、その後加古川市東消防署として加古川市中央消防署ととも

に本市の２署８分署体制における消防署の役割を担うに至っています。 

名称 管轄区域 

中央消防署 
加古川町、神野町、西条山手、山手、新神野、八幡町、平荘町、上荘町、

東神吉町、西神吉町、米田町及び志方町の区域 

東消防署 
野口町、平岡町、尾上町、別府町及び金沢町の区域並びに加古郡稲美町

及び加古郡播磨町の全域 

元々は分署であったことから施設としては敷地面積が狭く車庫のスペースも限ら

れており、はしご車の車庫入れ時には、国道２号へ大きく旋回しなければならず、

通行車両等への接触が懸念されている状況です。 

また、現施設の老朽化と狭隘な状況は、人口集積地を管轄する消防署として、消

防力の機能的な充実と強化が求められるとともに、職務に従事する消防職員の勤務

環境面でも改善が必要で、現在よりも広い敷地を確保し、災害時の応急対応拠点機

能等を備えた新消防署の整備が必要です。 

本計画で示す東市民病院跡地における東消防署の用地とその配置に基づいて、今

後、新消防署の建設整備計画の立案は、下記の項目に留意し検討を進めます。 

 

・消防や救急救命の高度化に対応した、市民の安全・安心を守る災害に強い拠点機能 

・緊急車両の動線に配慮した、迅速な出動と安全性の確保 

・消防車両の出動時の騒音の抑制 

・市民に開かれ、地域に親しまれる施設 

・市民の防災意識と技術の向上を図る効果的な啓発活動 

・隣接する公民館用地との空間的連続性 

・市民の安全・安心を守る消防職員の育成機能 

 

（４）前面道路の改良について 

前面道路（市道平岡幹線）については、現病院が新病院へ移転した後の交通量を

調査するとともに、今後跡地に整備する施設によって新たに増加が見込まれる交通

量も踏まえたうえで、必要な渋滞対策や安全対策を検討してまいります。 
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５．土地利用計画 

 

（１）土地利用計画図（３案） 

土地利用計画については、東消防署用地、東加古川公民館用地、民間活用地の配

置について、Ａ～Ｃの３案を作成しました。各案は、特に跡地前面の市道平岡幹線

への接道条件が異なることから、民間活用地に対する事業者の立地評価や参入意向

にも違いが出ることが考えられます。 

今後、平成２８年度に実施する民間事業者を対象とした「対話」（サウンディング

型市場調査）を実施する中で、これら３案に対する民間事業者の意見を聞き、最終

的な東市民病院跡地における土地利用計画を決定します。 
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（２）整備イメージ 

○地域住民の交流の場となる空間の創出 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
・地域住民が交流し、ふれあいが生まれる場づくり 

・日常的なくつろぎの場、賑わいの場など多目的な空間 

・樹木や花、緑がある豊かな環境づくり、ため池のひろがりある眺望の活用 

・誰もが気軽に利用できる生涯学習と地域コミュニティの拠点施設 

・すべての人が快適に利用できる人にやさしい施設 

・心安らぐ空間づくりや周辺環境との調和への配慮 
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○公民館用地と消防署用地の空間的連続性による、開放的で一体的な活用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○平岡幹線の道路拡幅による、安全な歩行者空間の整備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・消防署は圧迫感の少ない景観づくりに配慮 

・公民館敷地の緑化によるうるおいある景観づくり 

・ため池のひろがりある眺望の活用 

・利用者通路の安全性と快適性を確保 

・バリアフリーにも配慮した安全な歩道の整備 

・開放感のある沿道空間の形成 
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６．今後の進め方 

 

東市民病院の閉院後は、現病院施設の解体に向けた準備を進めるとともに、本計画の

各施設（各用地）の整備に必要な条件整理と個別計画の検討を進めます。 

また、民間活用地における機能整備については、民間事業者の参入しやすい条件とと

もに、市民ニーズに合った優れた事業提案を引き出す条件を検討します。 

なお、事業推進にあたっては本市の財政状況を常に勘案し、また、全体を通じた調整

を図りながら跡地活用を進めます。 

 


